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第 69 回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会  

京 都 大 会 概 要 （案） 

 

メインテーマ  「 Ｋｙｏから！ 未来を拓く 」 

サブテーマ   ～ 受け継ぎ、創る新たなストーリー ～  

 

 

■大会趣旨(案) 

第69回全国高等学校ＰＴＡ連合会全国大会が、近畿地区の京都で開催されることは、近畿２府４県

３市、とりわけ主管地である京都府と京都市にとって、またとない大変喜ばしい機会であると考えて

います。全国各地から参加されるＰＴＡ会員や教育関係者のみなさんをお迎えし、ひざを交えて交流

するような親近感の増す全国大会となるよう、主催者とともに京都府立高等学校ＰＴＡ連合会と京都

市立高等学校ＰＴＡ連絡協議会は、大会運営に努めて参ります。 

 過去に開催された全国大会や各地域のＰＴＡ研修会等では、「子どもたちの健全育成」「学校・家

庭・地域の連携」「家庭教育の向上」「子どもたちを取り巻く今日的な課題」「ＰＴＡ活動と役割」

「ＰＴＡ研修と交流」などのテーマのもと、様々な課題について活発な議論が重ねられてきました。

子どもの将来のため、ＰＴＡ活動の充実のため、そしてＰＴＡ会員の自己研鑽のためなど、多くの研

修会や研究大会が開催され、たくさんの財産がＰＴＡ活動から産み出され蓄えられてきています。 

 これらの財産をもう一度見つめ直し、子どもたちの健やかな未来を創るためには、どのように考え

て何をすればよいのかということについて、この京都大会で多くの情報と知恵を集め、話し合いを重

ねることをとおして、今日的な課題としっかり向きあえる大会とします。 

 メインテーマの「Ｋｙｏから」には、「京都の地から」、「大会の今日から」、「共に協力して」、

「(家庭)教育から」などの思いが込められています。「未来を拓く」は、これまで蓄えてきた財産を

元に、子どもたちの未来や今後のＰＴＡ活動を創り上げるきっかけとなる大会にしてほしいと願い 、

テーマとして設定しました。 

これまでのＰＴＡ活動の財産を受け継ぎ、今後のＰＴＡ活動や次回の全国大会につながる大会とな

るよう、ここに京都大会を開催いたします。 

 

■大会期日    2019 年８月 22日（木）・23日（金） 

            

■開催場所    全体会・分科会 「京都市勧業館みやこめっせ」及び「ロームシアター京都」 

          「京都市勧業館みやこめっせ」 

            住所：京都府京都市左京区岡崎成勝寺町９番地の１ 

            電話：０７５－７６２－２６３０ 

          「ロームシアター京都」 

            住所：京都府京都市左京区岡崎最勝寺町１３ 

            電話：０７５－７７１－６０５１ 

 

■主  催    一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会 

 

■主  管    京都府立高等学校ＰＴＡ連合会 

京都市立高等学校ＰＴＡ連絡協議会 

 

  



 

■後  援    文部科学省、全国高等学校長協会、近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会、京都府、京都市、京都府

教育委員会、京都市教育委員会、京都府立高等学校長会、京都市立高等学校長会、京都府立高

等学校副校長会、京都市立高等学校教頭会、京都府立学校事務長会、京都市立学校事務長会、

京都経営者協会、京都経済同友会、京都商工会議所、京都府商工会議所連合会、京都工業会、

京都府中小企業団体中央会、京都府商工会連合会、京都新聞社、朝日新聞京都支局、毎日新聞

京都支局、読売新聞京都支局、産経新聞社京都総局、日本経済新聞社京都総局、中日新聞社京

都支局、京都リビング新聞社、時事通信社京都総局、共同通信社京都支局、京都放送(KBS 京都)、

ＮＨＫ京都放送局、エフエム京都 ＜予定を含む＞ 

 

■参 加 者        一般社団法人 全国高等学校ＰＴＡ連合会 関係者 １０,０００人 (見込み) 

 

■参 加 費        １人 ６,５００円 

 

■取扱業者    株式会社 日本旅行 

          企画・運営・会場設営関係・参加者登録・宿泊関係 等 

 

■会  場 

 ○ロームシアター京都 メインホールとサウスホール 

   【収容見込人数：メインホール１９００人 サウスホール６６０人】 

   【収容最大人数：メインホール１９９５人 サウスホール７１１人】 

   ・第１分科会     

   ・大会１日目全体会 (メインホール) 

   ・大会２日目記念講演(メインホール) 

   ・アトラクション①  (メインホール) 

   ・アトラクション③  (サウスホール) 

 ○みやこめっせ地階 日図デザイン博物館と第１展示場Ａ面 

   【収容見込人数：日図デザイン博物館３２０人 第１展示場Ａ面２８０人】 

   【収容最大人数：日図デザイン博物館４５６人 第１展示場Ａ面３９０人】 

   ・第２分科会 

 ○みやこめっせ１階 第２展示場Ａ・Ｂ面 

   【収容見込人数：１３７０人】 

   【収容最大人数：１４０８人】 

   ・第３分科会 

 ○みやこめっせ３階 第３展示場Ａ面 

   【収容見込人数：１９００人】 

   【収容最大人数：１９９８人】 

   ・第４分科会 

   ・大会２日目全体会 (第３展示場Ｂ面との間仕切りを撤去して使用) 

   ・アトラクション②  (第３展示場Ｂ面との間仕切りを撤去して使用) 

 ○みやこめっせ１階 第２展示場Ｃ・Ｄ面 

   【収容見込人数：１３７０人】 

   【収容最大人数：１４０８人】 

   ・第５分科会 又は 第６分科会 

 ○みやこめっせ３階 第３展示場Ｂ面 

   【収容見込人数：１９００人】 

   【収容最大人数：１９９８人】 

   ・第５分科会 又は 第６分科会  



京都大会スケジュール（案）

全国大会　京都大会

８月22日(木) ８月23日(金)

11:00

12:00

13:00

14:00

18:00

16:00

17:00

大会前日会議等

８月21日(水)

8:00

9:00

10:00

15:00

※全体会・記念講演・アトラクション等は、実施会場から他会場へ映像配信      

19:00

20:00

京都ならではのプログラム

＜希望者のみ9:00～12：00＞

京の大学訪問コース

京の企業訪問コース

京の文化財訪問コース
※それぞれの訪問コースで昼食

※プログラムを希望されない方

・各自で昼食

・会場内で業者が販売する

弁当などで昼食

記念講演

9：50～11：20(90分)

講師：日本電産（株）

代表取締役会長

永 守 重 信 氏

分科会別の打合せ

13：20～14：00(40分)

受付 13:00～13:20

分科会リハーサル

14：00～15：30(90分)

大会運営会議

全国事務局長会議

16：30～17：30(60分)

受付 16:00～16：30

歓迎レセプション

(京都ホテルオークラ)

18：00～20：00(120分)

受付 17:30～18：00

受 付

11：30～13：30(120分)

受付後分科会会場へ

アトラクション①

13：00～13:20(20分)

全体会(開会式等)

13：30～14：30(60分)

分 科 会

14：30～17：30(180分)

準備 14:30～14：40

休憩 途中20分
(分科会毎の休憩)

分科会時間 150分

分科会 第１分科会～

第６分科会

受 付

8：30～9：30(60分)

アトラクション②・③

9：10～9：50(20分×2)

分科会報告

11：35～11：55(20分)

全体会(閉会式等)

11：55～12：35(40分)

 



第３分科会
　　すぐそこの未来のしごと
　　　～ともに考える　Society5.0において求められる
              人材像、学びの在り方～

みやこめっせ １階
　  第２展示場Ａ・Ｂ面

第６分科会
　　未定
　　    LINE株式会社  又は  株式会社リクルート
　　　   マーケティングパートナーズによる分科会

みやこめっせ ３階第３展示場Ｂ面
　　　又は
みやこめっせ １階第２展示場C・D面

第４分科会
　　高校生の人間関係について考える
　　 　～高校生の本音を聞いてみませんか？～

みやこめっせ ３階
　  第３展示場Ａ面

第５分科会
　　未定
　　  　LINE株式会社  又は  株式会社リクルート
　　　    マーケティングパートナーズによる分科会

みやこめっせ ３階第３展示場Ｂ面
　   又は

みやこめっせ １階第２展示場C・D面

８月21日(水)　大会前日会議等

大会運営委員　(全国高Ｐ連理事)

基調講演者・コーディネーター・パネリスト等

各分科会企画・運営責任者

各分科会企画・運営担当者

視察関係者

映像・音響・舞台等担当業者　　他

 

出席予定者

★分科会別の打合せ　

　　　　受付　13：00～13：20　　会議　13：20～14：00
　　　　　場所　リハーサル会場又は会場近くの会議室

会　議　内　容

司会進行　(各分科会担当者）

１　開　　会　　　　　　　　　　　 　(各分科会企画・運営責任者)

２　大会運営委員あいさつ　　　(全国高Ｐ連理事)

３　出席者紹介

４　分科会概要・進行の説明 　(各分科会企画・運営責任者)

５　質疑

６　閉　　会　　　　　　　　　　　　（各分科会担当者）

第１分科会
　　大学で学ぶこと
　　 　～自分の可能性を見つけ、チャレンジしてみる～

ロームシアター京都
　 メインホール
　 サウスホール

第２分科会
　　子どもたちを育む環境づくり
　　 　～地域の現状と次世代を見据えて～

みやこめっせ　地階
　 日図デザイン博物館
　 第１展示場Ａ面

　　　　　　　　　　　　　　※開始時間は、分科会別打合せ会議終了後随時開始。

分　科　会
       　      　　テーマ ・ サブテーマ
       　   　　　       (仮　　題)

会　　　　場

★分科会別のリハーサル　

　　　　　リハーサル　14：00～15：30　(予定)

 



　

会　議　内　容 出席予定者

司会進行　(京都大会実行委員会）

１　開会　　　　　　　　　　   (京都大会実行委員会)

２　歓迎あいさつ　 　 　  　(京都大会実行委員会委員長)

３　主催者あいさつ　　　   (一般社団法人全国高等学校PTA連合会会長)

４　来賓祝辞 　　　　        (文部科学省・京都府知事・京都市長　他)

５　来賓紹介　　　　　　　　(京都大会実行委員会)

６　乾杯　　　　　　　　 　 　(全国高等学校長協会)

７　歓談

８　 閉会　 　　　　　　　  　 （京都大会実行委員会）

文部科学省

全国高等学校長協会

京都府・京都市関係

京都府教育委員会・京都市教育委員会関係

各都道府県市ＰＴＡ連合会(協議会)会長・事務局長

大会会長・副会長、大会運営委員(理事)

全国高Ｐ連役員、受賞者

講師、助言者、コーディネーター

大会後援者・協賛者、視察関係者

京都大会実行委員会関係者　　他

★歓迎レセプション　

           受付　17：30～18：00　　開催　18：00～20：00

　　　　　場所　京都ホテルオークラ　(住所：京都府京都市中京区河原町御池　電話：075－211－5111)

司会進行　(京都大会実行委員会）

１　開会　　　　　　　　　　   (京都大会実行委員会)

２　大会会長あいさつ　  　(一般社団法人全国高等学校PTA連合会会長)

３　実行委員会あいさつ   (京都大会実行委員会委員長)

４　大会概要説明           (京都大会実行委員会)
　　　 全体会・式典関係

５　質疑

６　分科会概要説明　  　(京都大会実行委員会)

７　質疑

８　諸連絡

９　全国事務局長会議

10　閉会　 　　　　　　　　（京都大会実行委員会）

大会会長・副会長、専務理事、常務理事

大会運営委員　(理事)

監事、大会顧問

全国高Ｐ連事務局

京都大会実行委員会委員長・副委員長・委員

京都大会実行委員会顧問・部会長・副部会長

京都大会全体会及び分科会企画・運営担当者

各都道府県市ＰＴＡ連合会(協議会)会長・事務局長

視察関係者　　他

★大会運営会議・全国事務局長会議　

           受付　16：00～16：30　　会議　16：30～17：30

　　　　　場所　京都ホテルオークラ

開　催　内　容 出席予定者

 



８月22日(木)　大 会 １ 日 目

★京都ならではのプログラム　(全国大会新規プログラム)　

           時間　9：00～12：00　(訪問コース毎に設定予定)
　　　　　場所　各訪問コース
　　　　　  ※　 大会開始前の午前中に、希望者を対象に企画。希望者は、訪問コースを選択。

プログラム 訪　問　コ　ー　ス 内　　　　容

  京の大学
　   訪問コース

　(８大学決定)

　京都学園大学
　<京都先端科学大学に2019年4月

　　より大学名変更>

　京都産業大学

　京都女子大学

　京都大学
　
　同志社大学

　佛教大学

　立命館大学

　龍谷大学

＜時間配分は予定＞

①受　　付　　　　　 8：30 ～  9：00
　　　　　　　　　　　 現地指定場所
②大学の説明　　  9：00 ～  9：45
　　　　　　　　　　　 大学職員又は学生による
③キャンパス見学 9：45 ～ 10：45
　　　　　　　　　　　 大学職員又は学生による
④事務連絡等　　10：45 ～ 11：15
　　　　　　　　　　　 京都大会の受付・説明
⑤昼　　食　　　　 11：15 ～ 12：10
                        学食利用又は弁当配付
⑥昼食終了後に、京都の運営スタッフが大会
　 会場へ案内

  京の企業
　   訪問コース

　(６社調整中)

　(株)片岡製作所

　(株)島津製作所

　京セラ(株)

　日新電機(株)
　
　日本電産(株)

　オムロン京都太陽(株)

＜時間配分は予定＞

①受　　付　　　　　 8：30 ～  9：00
　　　　　　　　　　　 現地指定場所
②企業の説明　　  9：00 ～  9：45
　　　　　　　　　　　 社員担当者による
③施設等見学　　  9：45 ～ 10：45
　　　　　　　　　　　 社員担当者による
④事務連絡等　　10：45 ～ 11：15
　　　　　　　　　　　 京都大会の受付・説明
⑤昼　　食　　　　 11：15 ～ 12：10
                        弁当配付又は近隣レストラン
⑥昼食終了後に、京都の運営スタッフが大会
　 会場へ案内

  京の文化財
　   訪問コース

　(２箇所調整中)

　
　京都府立京都学・歴彩館
     ICOM京都大会記念展示
　　　～歴彩館が世界に発信する

　　　　　京の宝展～
　　特別支援学校の礎となった京都
　　盲唖院関係資料(国の重要文化財)

　　等を展示

　文化財修復現場

　

　

＜時間配分は予定＞

①受　　付　　　　　 8：30 ～  9：00
　　　　　　　　　　　 現地指定場所
②担当者説明　　  9：00 ～  9：45
　　　　　　　　　　　 現場担当者等による
③現場等見学　　  9：45 ～ 10：45
　　　　　　　　　　　 現場担当者等による
④事務連絡等　　10：45 ～ 11：15
　　　　　　　　　　　 京都大会の受付・説明
⑤昼　　食　　　　 11：15 ～ 12：10
                        弁当配付又は近隣レストラン
⑥昼食終了後に、京都の運営スタッフが大会
　 会場へ案内

 



★アトラクション・全体会（開会式・表彰式)　

　　　　時間　受付　11：30～13：30　　アトラクション　13：00～13：20　　全体会　13：30～14：30
　　　　　場所　ロームシアター京都　メインホール

13：00 ～ 13：20
　　　(予定)

アトラクション①
京都府立工業高等学校　吹奏楽
　　Ｍａｍｂｏｕ　Ｊａｚｚ　Ｂａｎｄ

※休憩は、各分科会開始後に会場毎で時間を設定。

時　　間 開　催　内　容 担　　　　当

11：30 ～ 受付　(各分科会会場毎に受付)

13：30 ～ 14：30 全体会次第

　司会進行(京都大会実行委員会)

１　開式の辞

２　国歌斉唱

３　開会のあいさつ
　
４　大会会長式辞

５　来賓祝辞

６　来賓紹介

７　表彰式

８　閉式の辞

京都大会実行委員会副委員長

京都大会実行委員会委員長

(一社)全国高等学校PTA連合会会長

文部科学大臣
京都府知事
京都市長          (以上祝辞予定)

京都大会実行委員会副委員長

(一社)全国高等学校PTA連合会会長
並びに受賞者

京都大会実行委員会副委員長

※他会場へは、映像・音声の配信。
※全体会終了後、各分科会会場毎に分科会を開始。

 

 

 



 

 

（テ ー マ） 大学で学ぶこと 

（サブテーマ） 自分の可能性を見つけ、チャレンジしてみる 

（会   場） ロームシアター京都 メインホール及びサウスホール 

（趣   旨） 日本の生徒は、諸外国の生徒に比べて、「自分は人並みの能力がある」

という自尊心や自己肯定感を持つ割合が低く、自らの参加により社会をよ

りよく変えることができるという意識も低い傾向があります。これからの

社会では、十分な知識・技能をもち、それを活用する思考力・判断力・表

現力を臨機応変に発揮し、主体性をもって多様な人々と協力して学び、働

く力、つまり「たのもしさ」を身につけることが求められています。 

        永田和宏氏の著書の「知の体力」には、「「答えは必ずある」などと思

ってはいけない。”勉強 ”で染みついた呪縛を解くことが、「知の体力」

に目覚める第一歩となる。」とあります。 

生徒たちがこれからの社会を生きていくにあたり、一人一人が学び合

い、自らの知識を深め、自尊心や自分の可能性を伸ばすためには、全国各

地の高校で、家庭で、そして大学で何をどう学んでいくことが一番大切で

あるのかについて、永田氏の講演とその後のディスカッションを通じて、

改めて考える機会になればと考えます。 

（内   容） 基調講演 パネルディスカッション 

（講   師） 永田 和宏 氏 

        （京都産業大学学長特命補佐。総合生命科学部教授。 

タンパク質動態研究所所長。京都大学名誉教授。 

宮中歌会始詠進歌選者。紫綬褒章受賞。 

ハンス・ノイラート科学賞受賞。） 

（パネリスト） 永田 和宏 氏，ＰＴＡ(保護者)２～３名，校長１～２名 

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 未定 

★分科会 （第１分科会～第６分科会)  

時間  14：30～17：30 (休憩時間・終了時間は分科会毎に設定予定) 

場所  各分科会の概要のとおり 

 
 

 

 

 



（テ ー マ） 子どもたちを育む環境づくり 

（サブテーマ） 地域の現状と次世代を見据えて 

（会   場） みやこめっせ地階 日図デザイン博物館及び第１展示場Ａ面 

（趣   旨） 子どもたちの支援には、学校・家庭・地域社会が目標を共有して連携・

協働することが大切なこととされています。この分科会では、連携・協働

を目指すために、これまでの子育てを振り返って、子どもとぶつかったり

感謝したりしたことについて意見交換をするとともに、地域の中で子ども

を育てる上で、子どもとどのように向き合えば良いかを話し合います。 

意見交換しやすいグループ人数としたりアンケート用紙を活用するこ

とで、全国から御参加いただく多くのＰＴＡ会員の方々と、和気藹々と意

見交流をしたいと思います。 

（内   容） ６人程度のグループで意見交換会（京・みやこカフェ）を行います。 

        グループの構成メンバーは、分科会途中でシャッフルし、参加者のみな 

       さんが、１人でも多くの方と交流できるようにします。 

（ ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ） 京都府立高等学校ＰＴＡ連合会口丹ブロック 

 

（テ ー マ） すぐそこの未来のしごと 

（サブテーマ） ともに考える Society 5.0 において求められる人材像、学びの在り方 

（会   場） みやこめっせ１階 第２展示場Ａ面・Ｂ面 

（趣   旨） 今、「超スマート社会」とも言われる Society 5.0 が訪れようとして

います。人工知能(ＡＩ)、ビックデータ、Internet of Things(ＩｏＴ)、

ロボティクス等の先端技術が高度化し、あらゆる産業や社会生活に取り入

れられ、私たちの生活は劇的に便利で快適なものになっていくと言われて

います。一方で、このような人類がこれまで経験したことのない急激な変

化を前に、漠然とした不安の声も多いのではないでしょうか。人間として

の強みはどこにあるか。学びや仕事にどのように向き合っていけばよいの

でしょうか。必要なことは、どのような時代が訪れるのかを知り、今打て

る手は何かを考えることではないでしょうか。子どもの就きたい仕事につ

いて各家庭で話合いができるよう、この分科会で未来の仕事を考えます。 

（内   容） 基調講演 パネルディスカッション 

        参加者対象にクラウドサービスによるアンケートを実施(ディスカッションで活用) 

（講   師） 片岡 宏二 氏（株式会社片岡製作所 代表取締役社長） 

        加藤 理啓 氏（Classi 株式会社 代表取締役副社長） 

（パネリスト） 片岡 宏二 氏（株式会社片岡製作所 代表取締役社長）  

加藤 理啓 氏（Classi 株式会社 代表取締役副社長） 

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 中山 芳一 氏（岡山大学全学教育・学生支援機構 准教授)  



（テ ー マ） 高校生の人間関係について考える 

（サブテーマ） 高校生の本音を聞いてみませんか？ 

（会   場） みやこめっせ３階 第３展示場Ａ面 

（趣   旨） 現代の高校生は、親や教師だけでなく友達にさえ本音を言わないといわ

れています。講師の原清治氏は、毎年、定期的に多くの高校で生徒と対話

するアクティブな講演会を行い、ネット社会を生きる現代の高校生を「定

点観測」されています。また、豊富な調査事例に基づき、ネットいじめを

初めとする学校が抱える諸問題にも造詣が深い。そんな原先生に、さまざ

まなデータから見えてくる「現代の高校生の人間関係」についての基調講

演をしていただきます。   

後半は、原先生をコーディネーターとして、前年度まで高校生であっ

た若者５人ほどをパネリストに招き、「卒業したからこそ言える」「親に

こんなことをしてほしかった」「先生にこんなことをしてほしかった」と

いった本音を聞き出します。現役の高校生の保護者が、現代の高校生の本

音を知ることを通して、家庭での子どもとの関わりを考えます。 

（内   容） 基調講演 パネルディスカッション 

（講   師） 原 清治 氏（佛教大学教育学部教授） 

        （佛教大学教育学部教授。佛教大学学生支援ＧＰ・戦略的大学 

連携ＧＰ推進室長。 

専門は、学力問題、学校病理、若年就労問題 など) 

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 原 清治 氏（佛教大学教育学部教授） 

（パネリスト） 前年度高校生であった若者５人ほど 

 

 

（テ ー マ） 未定 

（サブテーマ） 未定 

（会   場） ①みやこめっせ１階 第２展示場Ｃ面・Ｄ面 

        ②みやこめっせ３階 第３展示場Ｂ面 

        ※第５分科会・第６分科会は、①又は②会場のいずれかの会場で開催。 

（趣   旨） 未定

（内   容） ・ＬＩＮＥ株式会社による分科会 

        ・株式会社リクルートマーケティングパートナーズによる分科会 

※第５分科会・第６分科会は、両株式会社がいずれかの分科会を担当。 
 

 

 



開　催　内　容 担　　　　当

　9：50 ～11：20 記念講演

講師：日本電産株式会社
          代表取締役会長

            永　守　重　信　 氏
演題：未定

★分科会報告・全体会(閉会式・次期開催地あいさつ)　

　　　　時間　分科会報告　11：35～11：55　　　全体会　11：55～12：35

時　　間 開　催　内　容 担　　　　当

　8：30 ～ 受付　(各分科会会場毎に受付)

11：35 ～ 11：55 第１分科会～第６分科会報告 全国高Ｐ連担当理事

※他会場へは、映像・音声の配信。

　9：10 ～  9：30 アトラクション②
京都市立塔南高等学校　吹奏楽
　　塔南マーチングバンド・ザ・グリフォンズ

11：55 ～ 12：35 全体会次第

　司会進行(京都大会実行委員会)

１　開式の辞

２　大会会長あいさつ
　
３　全国高Ｐ連旗返還

４　全国高Ｐ連旗授与

５　次期開催地あいさつ

６　実行委員長あいさつ

８　閉式の辞

京都大会実行委員会副委員長

(一社)全国高等学校PTA連合会会長

京都大会実行委員会委員長
(一社)全国高等学校PTA連合会会長
　
(一社)全国高等学校PTA連合会会長
島根県高等学校ＰＴＡ連合会

島根県高等学校ＰＴＡ連合会

京都大会実行委員会委員長

京都大会実行委員会

　9：30 ～  9：50 アトラクション③
京都府立鳥羽高等学校披講研究部
　　披講：和歌を節をつけて詠み上げる

　　　　　場所　みやこめっせ　３階第３展示場

時　　間

８月23日(金)　大 会 ２ 日 目

★アトラクション・記念講演　

　　　　時間　受付　8：30～9：30　　アトラクション②③　9：10～9：50　　記念講演　9：50～11：20

　　　　　　　　　記念講演            ロームシアター京都   メインホール

　　　　　場所　アトラクション②　 みやこめっせ　３階第３展示場

　　　　　　　　　アトラクション③　 ロームシアター京都　サウスホール

 



大 会 会 場 平 面 図

＜ロームシアター京都＞ ＜京都市勧業館みやこめっせ＞

 



京都市勧業館
「みやこめっせ」

京都ホテルオークラ

京都市勧業館
「みやこめっせ」

会 場

会 場

諸会議・レセ
プション会場

ロームシアター京都

京都市勧業館みやこめっせ

京都ホテルオークラ

第69回全国高等学校ＰＴＡ連合会大会
京都大会

開催日程 2019年8月22日（木）
～23日（金）

ＪＲ山陰本線 ＪＲ東海道本線

ＪＲ東海道新幹線
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京都大会ポスター・シンボルマーク 

 

 

 

京都府立 亀 岡 高等学校  

     2 年生(平成 29 年度) 

         金 山  芽 生  (かなやま めい) 

 

＜作品の趣旨＞ 

  京都市左京区に流れる高野川と加茂川の合流地

点(鴨川デルタ)を、テーマの構図として球体で表し

ています。グラデーションや鮮やかな色彩、和風柄

を使うことで京都らしさを出していきました。 

 鴨川デルタで、合流する河が渦を巻いて流れる様

子は、金の線で表現しました。 

 その川面を見つめる少女は、自分の未来を考えて

いる少女として描きました。 

京都市立 銅駝美術工芸 高等学校 

         3 年生(平成 29 年度) 

         永 見  は な  (ながみ はな) 

 

＜作品の趣旨＞ 

 京都のはんなりしたイメージを花で、テーマの 

「未 来」・「受け継ぐ」 という言葉から伝統工芸の

京組紐をモチーフにして表現しました。 

 また、舞妓さんがあいさつをしている姿で、「おも

てなし」の心を大切にする京都を表しました。 

 


